
施設一体型小中一貫やまと学園準備委員会 第２回執行委員会 

 

  日 時 令和５年１月２５日（水）  

午後６時～         

場 所 大和コミュニティセンター 

 

 開  会 

 

１  委員長あいさつ 

 

 

２  議事 

   学園の場所について 

 

 

 

３  説明 

   協働的な学びの確保 ～小学校の再編について～ 

 

 

 

４  助言 

 

 

 閉  会 

 

【経過】 

（１）１２月１４日（水） 第１回執行委員会 

（２）１２月２１日（水） 第２回ワークショップ テーマ「学園の場所」 

（３） １月１１日（水） 第１回学校運営部会 
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 資料４ 協働的な学びの確保 ～小学校の再編について～.............P 4 

 別 冊 施設一体型小中一貫やまと学園の場所について（報告書案） 



施設一体型小中一貫やまと学園準備委員会 執行委員会名簿（20名）

番号 氏 名 区分 所属等 備考

1 槻舘 憲靖 学校運営協議会 塩田小学校学校運営協議会会⾧

2 國澤 宗厳 学校運営協議会 三輪小学校学校運営協議会会⾧

3 堅多 敦之 学校運営協議会 岩田小学校学校運営協議会会⾧

4 大冨 哲也 学校運営協議会 束荷小学校学校運営協議会会⾧

5 的井 勝巳 学校運営協議会 大和中学校学校運営協議会会⾧ 副委員⾧

6 田中 道太郎 保護者 塩田小学校ＰＴＡ会⾧

7 大田 敏之 保護者 三輪小学校ＰＴＡ会⾧

8 井本 眞明 保護者 岩田小学校ＰＴＡ会⾧

9 藤井 伸浩 保護者 束荷小学校ＰＴＡ会⾧

10 網本 雅彦 保護者 大和中学校ＰＴＡ会⾧

11 吉田 哲朗 教職員 塩田小学校校⾧

12 品川 和之 教職員 三輪小学校校⾧

13 磯部 祥生 教職員 岩田小学校校⾧

14 福田 康子 教職員 束荷小学校校⾧

15 河本 政之 教職員 大和中学校校⾧

16 來戸 歳文 地域 大和コミュニティ協議会会⾧

17 弘田 之文 地域 束荷コミュニティ協議会会⾧

18 林  德人 地域 塩田コミュニティ協議会会⾧

19 小澤 寿司 社会教育 地域学校協働活動推進員

20 宮尾 智義 学識経験者 前やまと学園地域協育ネット会⾧ 委員⾧
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第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め
「
選
定
基
準
・
候
補
地
の
い
い
と
こ
ろ
」

選
定
基
準

①
岩
田
小
学
校

②
大
和
中
学
校

③
大
和
総
合
運
動
公
園

安
全
・
安
心
な
場
所
（
ハ
ザ
ー
ド
）

災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
な
場
所
（
ハ
ザ
ー
ド
）

災
害
に
強
い

避
難
所
と
し
て
利
用
で
き
る

見
通
し
が
よ
い

周
り
の
土
地
を
広
げ
ら
れ
る
可
能
性

周
り
に
土
地
が
あ
る

敷
地
面
積
が
広
い
・
き
れ
い

い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
で
き
る
広
さ
が
あ
る

駐
車
場
が
広
く
と
れ
る

バ
ス
転
回
O
K

平
地

通
学
効
率
が
よ
い

通
学
効
率
が
よ
い

通
学
路
の
安
全
（
歩
道
の
確
保
）

通
学
手
段
に
問
題
な
し

駅
に
近
い

駅
に
近
い

ア
ク
セ
ス
、
交
通
、
区
域
外

バ
ス
が
あ
る

集
ま
り
や
す
さ

大
和
の
中
央

公
共
施
設
、
生
活
の
中
央

大
和
地
区
の
中
心
、
中
心
地
・
6
k
m
以
内

通
学
距
離
が
同
じ
く
ら
い
、
バ
ラ
ン
ス
〇
、
公
平

中
心
地

大
和
地
域
の
生
活
圏
の
中
央

集
ま
り
や
す
い
（
交
通
面
で
も
）

静
か
な
場
所
・
周
り
が
静
か

静
か
な
場
所

日
当
た
り
が
よ
い

日
当
た
り
が
よ
い

日
当
た
り
が
よ
い
・
明
る
い
（
日
照
）

高
台
（
水
は
け
が
よ
い
）

交
通
量
が
少
な
い

交
通
量
が
少
な
い

地
域
学
習
の
場
所
に
近
い

校
外
学
習
・
町
た
ん
け
ん
◎

伊
藤
公
記
念
館
へ
最
も
近
い

公
の
施
設
に
近
い

建
設
中
の
学
び
の
保
障

地
域
住
民
と
の
関
わ
り

交
流
が
で
き
る
・
地
域
住
民
が
多
い

人
（
地
域
・
地
域
外
）
が
集
ま
り
や
す
い

共
用
の
利
点
（
コ
ミ
ス
ク
的
な
）

地
域
と
施
設
共
有

駅
、
店
、
コ
ミ
セ
ン
、
交
番
が
近
い

病
院
が
近
い

企
業
、
店
の
位
置

生
活
圏
が
フ
ラ
ッ
ト

土
地
が
フ
ラ
ッ
ト

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
し

自
然
が
あ
る
、
山
が
あ
る

川
が
あ
る
、
山
が
あ
る
、
自
然

田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
て
い
る

石
城
山
に
近
い
・
行
き
や
す
い

既
存
施
設
を
利
用
で
き
る

既
存
施
設
を
利
用
で
き
る

施
設
が
新
し
い

新
校
舎
・
プ
ー
ル
が
作
れ
る

体
育
館
が
広
い
・
ホ
ー
ル
に
も
な
る

武
道
場
が
あ
る

ア
リ
ー
ナ
・
柔
剣
道
場
に
エ
ア
コ
ン
が
あ
る

プ
ー
ル
が
あ
る

プ
ー
ル
が
あ
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
〇

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ま
あ
ま
あ
広
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
広
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
形
、
広
さ

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
広
い

増
設
し
や
す
い

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
化
に
も
対
応

ナ
イ
タ
ー
設
備
が
あ
る

道
路
、
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る

ミ
ニ
公
園
が
あ
る
の
で
、
幼
保
が
作
れ
そ
う

形
〇
　
大
き
な
和
の
形

ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
近
い

独
自
性
の
あ
る
学
校
が
作
れ
る

ス
ポ
セ
ン
と
つ
な
が
る
か
も

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
校
内
で
開
催
で
き
る

予
算
低

開
放
感
が
あ
る

4
小
1
中
、
み
な
平
等

そ
の
他

環
境

安
全
・
安
心

広
さ

通
学
・
交
通

学
習
活
動

地
域
・
交
流

自
然

施
設
・
設
備
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第
１
回
学
校
運
営
部
会
の
ま
と
め
「
学
校
運
営

上
の
懸
念
事
項
・
課
題

等
」

 

選
定
基
準
 

①
岩
田
小
学
校
 

②
大
和
中
学
校
 

③
大
和
総
合
運
動
公
園
 

現
況
 

 

 

  

安
全
・
安
心

 

懸 念 事 項 ・ 課 題 等  

●
通
学
路
の
安
全
確
保
 

●
大
和
大
橋
付
近
の
交
通
量
 

●
通
学

路
 

●
川
向

こ
う
の

山
の
安

全
性
 

●
ハ

ザ
ー
ド
 

・
擁

壁
が
あ

っ
て
も
子
ど
も
が
危
な

い
 

・
建

物
立
地

場
所
の
安
全
性
 

●
周

り
の
見

通
し
が
悪
い
 

●
不

特
定
多

数
の
利
用
 

・
不

特
定
の

利
用
者
（
夜
間
）
 

 
そ

も
そ
も
学

校
で

は
な
い
 

・
部

外
者
の

進
入
を
管
理
す
る
の
が

難
し
い
 

・
不

特
定
多

数
の
人
を
ど
う
仕
分
け

る
か
 

・
公

園
利
用

者
と
の
施
設
共
用
の
難

し
さ
 

・
不

審
者
等

の
対
応
が
難
し
い
 

・
乱

入
、
盗

撮
 

●
大

き
い
大

会
が
開
か
れ
る
 

●
C
S
ル
ー
ム
、
民
間
事

業
者
や
商

業
施
設

の
設

置
 

●
建
設
中
の
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
は
か

わ
い
そ

う
 

●
通
学
路
の
安
全
に
対
応
で
き
る

か
 

●
道
路
整
備
 

解 決 案 等  

 
●

総
合

運
動
公

園
な
ら

簡
単
（
※
建
設
中

の
対

応
） 

●
囲

い
を
作

る
 

●
Ｉ

Ｄ
カ
ー

ド
で
の
利
用
 

●
行

動
範
囲

を
分
け
る
 

●
不

特
定
の

利
用
者
を
メ
リ
ッ
ト
と

考
え
る
 

・
多

く
の
目

が
あ
る
 

・
多

様
化
社

会
を
自
分
ら
し
く
生
き

抜
く
力
 

●
自
転
車
通
学
の
安
全
性
確
保
 

通
学
・
交
通

 

懸 念 事 項 ・ 課 題 等  

●
通
学
時
間
が
か
か
る
 

・
通
学
時
間
（
距
離
）
が
か
か
る
 

・
位
置
が
偏
り
す
ぎ
 

●
６
ｋ
ｍ
以
上
（
朝
夕
混
雑
、
部

活
動
）
 

●
他
地

域
か
ら

来
る
時

に
不
便
 

・
岩
田

駅
か
ら

遠
い
 

●
ス
ク

ー
ル
バ

ス
の
台

数
が
多
い
 

●
ス
ク

ー
ル
バ

ス
の
時

間
差
出
発
（

低
学
年
と
中
・

高
学
年

）
に
対

応
で
き

る
の
か
 

●
小
学

生
の
足

の
確
保
 

●
通

学
路
の

危
険
性
 

・
通

学
す
る

の
に
危
険
個
所
が
多
い
 

●
６

ｋ
ｍ
以

上
（
朝
夕
混
雑
、
部
活

動
）
 

●
保

護
者
の

送
迎
増
加
 

●
朝
 
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
方
法
 

●
夕
 
利
用
者
の
把
握
、
時
間
差
 

解 決
案 等  

●
中
学
生
も
バ
ス
を
利
用
す
る
 

●
バ

ス
機
能

を
充
実

さ
せ
る

 
●
通

学
路
の

整
備

（
旧
役
場
に
つ

な
が
る

道
）
 

施
設
・
設
備

 

懸 念 事 項 ・ 課 題 等  
●

土
地
の
確
保
が
難
し
い
 

・
中

学
生

と
小

学
生

の
運

動
機

会
を

考
え

る
と

一

定
の
広
さ
が
必
要
 

・
土
地
の
拡
張
は
で
き
る
か
 

●
施
設
が
古
い
 

・
校
舎
、
体
育
館
が
古
い
 

・
体
育
館
が
シ
ロ
ア
リ
で
い
っ
ぱ

い
 

・
特
別
教
室
が
狭
い
 

・
プ
ー
ル
が
小
学
校
仕
様
 

●
駐
車
場
の
確
保
 

●
土
地

の
確
保

で
き
る

の
か
 

・
敷
地

の
確
保
 

●
校
舎

が
古
い

、
老
朽

化
し
て
い

る
 

・
今
の

校
舎
を

ど
う
生

か
す
の
か
 

・
外
廊

下
は
大

丈
夫
か
 

●
施

設
の
共

有
方
法
 

・
一

般
の
利

用
者
と
の
使
い
分
け
（

施
設
）
 

・
学

校
の
自

由
な
使
用
は
不
可
能
か
 

・
共

有
部
分

を
誰
が
仕
分
け
る
か
 

・
学

校
部
分

と
公
園
部
分
を
仕
分
け

ら
れ
る

か
 

・
公

園
利
用

者
と
の
兼
ね
合
い
 

●
学

習
中
の

地
域
利
用
 

・
地

域
と
の

共
有
、
ほ
と
ん
ど
が
共

有
部
分
 

●
プ

ー
ル
の

新
設
場
所
 

●
体
育
館
の
広
さ
は
小
中
全
員
が

収
容
で

き
る
の
か
 

●
プ
ー
ル
の
深
さ
は
小
１
と
中
３

で
同
じ

で
よ
い
も
の
な
の
か
 

●
建
設
中
の
騒
音
・
振
動
に
よ
る

学
習
へ

の
影
響
（
プ
レ
ハ
ブ

？
）
 

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
広
さ
 

解 決 案 等  

●
新
校
舎
を
建
て
る
 

●
建
設
中
は
三
輪
小
へ
通
う
 

●
新
校

舎
を
建

て
る
 

●
平

日
は
優

先
し
て

学
校
が
使
用
す

る
 

●
調

整
し
て

く
れ
る
人
 

●
共

有
の
体

育
館
に
す
る
 

●
駐

車
場

に
校

舎
を

建
て

て
公

園
部

分
と

区
別

す

る
 

そ
の
他
 

懸 念 事 項 ・ 課 題 等  

●
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
 

●
騒
音
に
対
す
る
苦
情
 

 
●

広
す

ぎ
る

と
環
境
維

持
が
難
し

い
（
掃

除
）
 

●
法

改
正
に

か
か
る
時
間
 

●
一

般
の
利

用
者
の
理
解
が
得
ら
れ

る
か
 

●
施
設
が
利
用
可
能
か
 

解 決
案 等  

 
 

 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
 
1
0
，3
15

㎡
 

敷
地
面
積
 
2
1
,2
15

㎡
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
 
1
3
,7
59

㎡
 

敷
地
面
積
 
1
4
0,
00
0
㎡
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
 
2
4
，0
00

㎡
 

敷
地
面
積
 
2
1
,5
32

㎡
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協働的な学びの確保
～小学校の再編について～

１ 光市が目指す学校について

①連携・協働を基盤とした学校
■地域とともにある学校づくりの更なる進化
■小中連携教育から小中一貫教育へ

②子どもたちの「学び」を第一義においた学校
■連携と協働を基盤とした指導体制の確立
■「個別最適な学び」と

「協働的な学び」の一体的な推進

個別最適な
学び

協働的な
学び

「個別最適な学び」の
成果を「協働的な学び」
に生かす

「協働的な学び」の
成果を「個別最適な学び」
に還元する

4
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２ 小学校の再編について

【施設一体型小中一貫ひかり学園の
新設に係る方針（令和４年３月）】

～具体的な方針の１つとして～
■複式学級が存在する学園については、学園の
実情を踏まえ、早期の解消を目指します。

やまと学園

第１期

室積学園
島田川学園

第２期

光井学園
あさなえ学園

第３期

〈おおむねの整備スケジュール〉

令和４年度 令和２４年度頃

２ 小学校の再編について

【大和地域４小学校の児童・学級数】

学年 岩田小 三輪小 塩田小 束荷小 計

１年 ２０ （１） ７ （１） １
（１）

４
（１）

３２

２年 １３ （１） １３ （１） １ ３ ３０

３年 １１ （１） １８ （１） ３
（１）

２
（１）

３４

４年 ２１ （１） １３ （１） ２ ３ ３９

５年 ２５ （１） １８ （１） ６
（１）

２
（１）

５１

６年 １７ （１） ２４ （１） ２ ３ ４６

計 １０７ （６） ９３ （６） １５ （３） １７ （３） ２３２

（単位：人、クラス）
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協議 基本計画 基本設計 実施設計 校舎等建設

２ 小学校の再編について

合同学習の日常化

施設一体型
小中一貫
やまと学園開始

岩田小

三輪小

塩田小

束荷小

大和中

施設一体型
小中一貫
やまと学園開始

岩田小

三輪小

塩田小

束荷小

大和中 大和中

再編校

小中一貫
やまと学園開始

準備

パ
タ
ー
ン
①

パ
タ
ー
ン
②
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